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2025.２.12（WED） 

 

 

2024年度 ２月 社会学研究科・学部教授会 議事要旨 

 

 

Ⅰ 議事要旨の確認 

１ 2024年度１月社会学研究科・学部教授会及び２月臨時教授会議事要旨 

議事要旨を確認した。 

 

 

 

Ⅱ 審議事項 

１ (1) 新規採用人事について（社会学） 

審査員から、資料に基づき審査報告があり、質疑応答の後、可否投票を行った結果、

2025年４月１日付け（予定）で候補者を准教授として採用することが承認された。 

 

 (2) 新規採用人事について（労働社会学） 

審査員から、資料に基づき審査報告があり、質疑応答の後、可否投票を行った結果、

2025年４月１日付け（予定）で候補者をテニュアトラック講師として採用することが承認

された。 

 

 (3) 来年度の新規非常勤講師への客員称号の付与について 

審査員から、資料に基づき審査報告があり、質疑応答の後、可否投票を行った結果、国

際交流基金との連携大学院実践科目の非常勤講師の候補に対し、客員教授の称号を付与す

ることが承認された。 

 

 (4) ジュニアフェローの選考について 

ジュニア・フェロー審査委員会から、選考に関する経緯の説明及び審査の報告があり、

質疑応答の後、可否投票が行われた結果、2025年度に新規採用するジュニア・フェロー候

補者が決定された。 

なお、補欠者については、２月14日（金）に臨時教授会を開催し、審議することとなっ

た。 

 

 (5) 来年度の新規非常勤講師について 

研究科長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、委嘱について承認された。 

 

２ 社会学研究科基金に関する申し合わせについて 

研究科長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

３ 2025年度カリキュラム変更について 

研究科長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 



2 

４ 一橋大学学部履修規則の一部改正について 

研究科長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

なお、今後、軽微な修正等があった場合は、研究科長に一任することとなった。 

 

５ 海外渡航（出張・研修）について 

研究科長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

６ その他 

特になし 

 

 

 

Ⅲ 報告事項（研究科内） 

１ 2025年度各種委員会委員及び社会学研究科内委員会委員について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

２ 科研費再申請のためのＲＡ雇用申請について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

３ 社会学研究科の名義使用申請について（東欧史研究会） 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

４ 社会学研究科の名義使用申請について（日本アーカイブズ学会） 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

５ その他 

(1) 2024年度末文書溶解処分の実施について 

研究科長から、口頭にて説明があった。 
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Ⅳ 報告事項（部局長会議、教育研究評議会等） 

１ 学部入学者選抜の監督業務について 

研究科長から、口頭にて報告があった。 

 

２ 執行部体制（学長補佐、役員補佐）について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

３ 令和７年度経営協議会委員の指名について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

４ 次期学長選考日程について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

５ 令和７年度一橋大学予算の内示について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

６ 外国の大学等で履修した授業科目の単位互換方法の改定について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

７ SIGMAの解散と今後の対応について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

８ 一橋大学発ベンチャーの称号授与等について 

研究科長から、資料に基づ報告があった。 

 

９ 東京都大学発スタートアップ創出支援事業について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

１０ 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業(J-PEAKS)について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

１１ 学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針の実施にあたっ 

ての具体的方策への対応について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

１２ 一橋大学における研究費不正使用防止計画について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

１３ 大学間交流協定の締結について 

（新規／ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ大学フランクフルト・アム・マイン） 

資料配付をもって報告とした。 
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１４ 部局間交流協定の締結について 

（新規／国際・公共政策大学院と延世大学国際学大学院） 

資料配付をもって報告とした。 

 

１５ 大学間交流協定の締結について 

（更新／①ブリティッシュ・コロンビア大学、②ライムンドゥス・ルルス大学 ESADEロ

ースクール） 

資料配付をもって報告とした。 

 

１６ 部局間交流協定の締結について 

（更新／商学部・経済学部とルンド大学経済・経営学部） 

資料配付をもって報告とした。 

 

１７ 国際ジャーナル論文投稿セミナーの開催について 

研究科長から、資料に基づき報告があった。 

 

１８ その他 

特になし 

 

 


